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高尾森林ふれあい推進センターは、林野庁関東森

林管理局が、多くの皆様に森林や林業に対する理解

を深め、森林と親しんで頂くために運営する施設で

昭和 61 年 3 月 1 日に開設しました。 

 その後、平成 19 年 4 月 1 日に京王高尾線高尾山

口駅の南側、徒歩数分の場所に現庁舎（新築）を移

転して、地元の皆様はじめ関係機関等のご支援ご協

力を賜り今春で 10 周年を迎えることができまし

た。そして平成 25 年 4 月 1 日に現在の名称である

「高尾森林ふれあい推進センター」となりました。 

“ふれあい”という名前は“多くの方に、森林や林

業を学んで頂く機会を提供できるように”という意

味が込められています。 

 平成２９年度は 13 名のスタッフで運営します。

高尾山周辺を活動拠点として、主な業務は、 

① 森林ふれあい推進事業の実施（「森林カレッジ」 

等の主催イベントや、「※協定締結団体」に委託 

して開催するイベント） 

② 学校や企業等からの要請に応じた森林教室や林 

業体験等の実施 

③ 森林ボランティアの育成（森林カレッジ卒業生 

らによる「フォレストサポートスタッフ」の活用） 

④ 庁舎１階の展示室やクラフト体験室の運営 

⑤ 日影沢キャンプ場等の管理・運営 

 
 
巻頭 photo 

 
 
 日影沢キャンプ場付近を散策中に、地上を数羽の

黒っぽい鳥が採餌しているのを見て「アッ、クロジ

だ」と撮影したのが、この写真です。体調１７cm

のクロジは繁殖地に帰るための体力づくりに励んで

いたのでしょう。 

 毎冬クロジを観察しますが、その数が少ないため 

逆に憧れる撮影者もいます。 

 

 

 

 

 

 

等を計画しています。なお、本年度も引き続き地方

公共団体、教育機関といった地域関係者等の要請や

ニーズを踏まえて、主に森林環境教育の推進、森林・

林業・木材とのふれあい及び国有林野事業に関する

効果的な情報発信活動をさらに推進して参りますの

で、皆様のご支援ご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

F o r e s t 通 信   
林野庁 関東森林管理局 高尾森林ふれあい推進センター  NO.338 

（フォレストサポートスタッフ 大作栄一郎） 

今月の一句 

「 さん あなたのお越し ウエルカム」 

（高尾森林ふれあい推進センタースタッフ一同） 

 ※協定締結団体（５団体）：森林インストラクター東京

会、特定非営利活動法人森とでんえん倶楽部、DAIGO エ

コロジー村、特定非営利活動法人森と人とのネットワーク、

高尾パークボランティア会 
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平成 29年度森林ふれあい推進事業決定 
 平成 29 年度森林ふれあい推進事業の実施にあたり、関東森林管理局長と協定を締結しイベントを開催

していただく団体（５団体）とイベント内容を次のとおり決定いたしました。参加ご希望の方は、各実

施団体（申込宛先）あて、直接お申し込みください。また、当センターHP の募集記事につきましても併

せてご覧ください。 
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森林インストラクター東京会 森とでんえん倶楽部 DAIGO エコロジー村 森と人のネットワーク 高尾パークボランティア会 
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 ３月６日（月）・７日（火）の２日間、平成２８

年度最後となる職場体験として「八王子市立ひよど

り山中学校」の３名の生徒たちがやってきました。 

 初日は時折冷たい雨が降る、あいにくの空模様の

なか、まずは炭焼き用の竹を割る作業を行いまし

た。専用の「竹割り器具」を使っての作業ですが、

大小様々なサイズの竹を割らなければならないた

め、慣れるまでに多少時間を要します。しかし今回

の生徒たちは、野球・ハンドボール・サッカーとい

ったバリバリの運動部所属ということもあってか

作業のペースも速く、大人顔負けの仕事ぶりでし

た。 

 昼食のあとは薪の運搬です。あらかじめ割ってあ

る薪を、炭焼き小屋の脇に積み上げます。一輪車を

使って薪を運搬するのですが、ふらつく場面も多く

苦労していましたが、そこは運動部の強みなのか、

あっという間に作業は終了してしまいました。 

 そして事務所に帰り、パワーポイントでの森林学

習です。ちょうど眠くなる時間ということもあって

か、ウトウトする瞬間もありましたが、なんとか無

事に初日のプログラムが終了しました。 

 ２日目のメインイベントは間伐作業です。初日に

すばらしいパフォーマンスを見せてくれた彼らで

すが、傾斜地でノコギリを使う作業は、さすがに苦

労している様子でした。そして、伐採したヒノキを

玉切って約 100 メートル離れた林道の脇まで運び

ます。足場を確認しながら丸太を肩に担いで林内を

移動するので、緊張しながらの作業となりました。 

 こうして２日間のプログラムを無事に終えた中

学生たちは、ちょっと大人びた横顔を見せながら帰

路につきました。（磯） 

 

 

 3 月末までは、気温の低い 

日が続いていたために、なか 

なか開かなかった桜の花だが 4 月に入りやっと満

開となった。町には緊張した面持ちの新入社員たち

と、ちょっとサイズが大きめの制服をまとった新入

生があふれている。 

高尾の山麓にもたくさんの観光客が押し寄せて

きた。この時期ならではの草花の美しい姿や日本の

伝統的な風情等を求めて国内はもちろん外国から

もたくさんの人がやってくる。 

今年もインターナショナルな高尾山の風景が戻

ってくるんだな～。（磯） 
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 発行：林野庁関東森林管理局高尾森林ふれあい推進ｾﾝﾀｰ 

【ご意見、ご要望及びイベント情報のお問合せ先】 

林野庁  関東森林管理局  高尾森林ふれあい推進センター 

〒193-0844 東京都八王子市高尾町 2438-1 

電話 050-3160-6040   FAX042-663-7229 

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/takao/index.html 

八王子市立 ひよどり山中学校 ～職 場 体 験～ いい汗かきました！ 


